
�

い
ま
す
。
そ
の
効
果
か
ら
、
外
国
人
観
光

客
は
年
々
増
加
を
た
ど
り
、
外
国
人
が
快

適
に
滞
在
し
や
す
い
国
際
観
光
都
市
を
目

指
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
生
徒
や
市
民
を
対
象
と
し
た
外

国
語
教
育
の
充
実
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国

際
交
流
の
推
進
、
国
際
性
豊
か
な
人
材
の

育
成
を
目
的
に
、
語
学
指
導
な
ど
を
行
う

外
国
人
を
『
外
国
青
年
招
致
事
業
』
に
よ

り
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
こ
の
事
業
で
ア
メ
リ
カ
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
、
平
成　

年
７
月
か

16

ら
訪
れ
、
中
学
校
で
の
英
語
指
導
や
市
民

を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
な
ど
を
行
う

一
方
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て

市
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
は
温
か
い
の
で
、
北
海
道
で

は
じ
め
て
雪
を
見
た
と
き
は
感
動
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
『
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業

で
は
、
外
国
の
地
方
自
治
体
な
ど
の
職
員

を
『
協
力
交
流
研
修
員
』
と
し
て
市
で
受

け
入
れ
、
市
の
観
光
行
政
や
地
方
自
治
を

学
び
な
が
ら
、
市
の
国
際
交
流
事
業
な
ど

に
協
力
を
行
い
、
地
域
の
国
際
化
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
に
は
、
中
国 
大 だい

 
連 
市
青
年
旅 
游 
協
会
で
日
本
を
担
当
し
、

れ
ん 

ゆ
う

観
光
客
の
誘
客
な
ど
を
行
っ
て
い
る
張
時

光
（
ジ
ャ
ン
・
シ
ー
グ
ァ
ン
）
さ
ん
が
訪

れ
半
年
間
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
登
別
市

を
訪
れ
「
登
別
温
泉
で
外
の
景
色
を
見
な

が
ら
の
入
浴
は
素
晴
ら
し
い
」
と
露
天
風

呂
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
外
国
の
生
活

や
異
な
る
文
化
を
体
験
し
国
際
理
解
を
深

め
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
『
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
』
を
行
っ
て

お
り
、
市
内
の
中
学
生
が
毎
年
デ
ン
マ
ー

ク
な
ど
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
『
外
国
青
年
招
致
事
業
』
や

『
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
』
で
登
別

市
を
訪
れ
た
外
国
人
な
ど
に
対
し
て
、
市

は
母
国
に
帰
っ
て
か
ら
登
別
の
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
た
だ
く
『
鬼
大
使
』
に
任
命
し
て

い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

▲現在も市内の中学校で英語の指導を
　行うアメリカのアンドリュー・ジョ
　ンソンさん（外国青年招致事業）

▲昨年、自治体職員協力交流事業で中
　国大連市から訪れ、小学生と交流す
　る張時光（ジャン・シーグァン）さん

▲登別・リンゲ・ウィスリンゲの市長が、平成９年５
　月１３日『友好の絆』に調印し、市民レベルの交流の
　支援を誓う

▲登別市長と広州市長が、平成１４年５月１９日『友好交
　流促進都市』に調印し、相互の観光振興と日中親善
　を誓う

▲登別市長とサイパン市長が、昨年１１月２０日『友好都
　市提携同意書』に調印し、子どもたちや市民の交流
　を誓う

』 ・


